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自治体消防発足後

昭和２３年　６月　  本部及び１３分団、配置定員９４８人の団員を以て組織され、手曳ガソリンポン

　　　　　　　　　  プ２５台と腕用ポンプ１０台を配置した。　　　　　　　　　

昭和２６年　４月　  多家良、勝占両村の合併により、２消防団を本市消防団13分団）に編人し15分団、

                    903人の団員をもって編成した。また、同年多家良分団に三輪ポンプ車1台を配置

　　　　　　　　　  し、渭東分団の手曳きガソリンポンプを三輪ポンプ車に改装した。

昭和２７年　４月　  加茂名分団（鮎喰）、加茂分団（矢三）に手曳きガソリンポンプをそれぞれ1台

                    配置した。また、富田分団及び佐古分団の手曳きガソリンポンプを三輪消防車に

　　　　　　　　　  改装した。

昭和２８年　２月　　全国優良消防団として目本消防協会長から表彰状と表彰旗を授与された。

　　〃　　　３月　　勝占分団に小型消防車（ダットサン）を消防署より移管した。

昭和３０年　１月　　新居町（改め不動町）、入田村、同２月上八万村、同年3月川内村の合併編入によ

　　　　　　　　　　り４分団増加19分団制となり、団員数1､473人をもって編成する。

　　〃　　　６月　  津田分遣所を設置し、消防ポンプ自動車（キャリア）１台を配置した。

　　〃　　１０月　　八万分遣所を設置し、三輪消防ポンプ自動車を新調配車した。

昭和３１年　２月　　渭東分団にジープ級消防ポンプ自動車を新調した。

昭和３２年　２月　  沖洲分団にジープ級消防ポンプ自動車を新調した。

　　〃　　　５月　  渭東、渭北、佐古、東富田の各分団に分遣所を設置した。

昭和３３年　３月　　陸上移動無線局5局（佐古、渭北、東富田、津田、八万分遣所）を増設した。

　　〃　　　９月　　第２回　徳島県消防操法競技大会　準優勝（沖洲分団）

昭和３４年　３月　  渭東分遣所に無線局を増設した。

　　〃　　　４月　  沖洲分団に分遣所を設置した。

　　〃　　　９月　　第３回　徳島県消防操法競技大会　優勝（沖洲分団）

昭和３７年　４月　  昭和分団に消防ポンプ自動車（トヨタ・Ａ２級）１台を新調した。

　　〃　　１２月　　佐古分団に消防ポンプ自動車（トヨタ・Ａ２級）１台を新調した。

昭和３８年１２月　　渭北分団に消防ポンプ自動車1台を新調した。

昭和４１年１０月　  応神村の合併により消防団を本市消防団に編入し、21分団1､635人の団員をもって

　　　　　　　　　　編成する。

昭和４２年　１月　　名東郡国府町の合併により消防団を本市消防団に編入し、22分団2､084人の団員を

　　　　　　　　　　もって編成する。

　　〃　　　２月　　渭東分団に消防ポンプ自動車1台を新調した。

　　〃　　　６月　　八万分遣所を廃止した。

昭和４３年　１月　　消防団整備統合を実施し、従来22分団、2､084人を19分団（内町、新町、水上各分

　　　　　　　　　　団を廃止）1､189人とする。

昭和４４年１０月　　消防ポンプ自動車1台を購入し、沖洲分遣所に配置した。

昭和４５年　３月　　消防ポンプ自動車1台を購入し、八万分団二軒屋班に配置した。

昭和４８年　３月　　消防ポンプ自動車1台を購入し、加茂分遣所に配置した。

　　〃　　　４月　　加茂分遣所を開設発足する。消防団整備計画に基づき団員定数1,189人を1,163人

　　　　　　　　　　とする。

１　消　防　団　の　沿　革
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昭和４９年　３月　　消防ポンプ自動車1台を購入し、上八万分遣所に配置した。

　　〃　　　６月　　消防ポンプ自動車1台を購入し、津田分遣所に配置した。

　　〃　　　７月　　日本消防協会から小型動力ポンプ及び積載車各1台の寄贈を受け、入田分団に配置

　　　　　　　　　　した。

　　〃　　　８月　　小型動力ポンプ1台を購入し、国府分団延命班に配置した。

　　〃　　１０月　　津田分遣所を改築した。

　　〃　　１１月　　応神分遣所を開設発足した。

昭和５０年　４月　　消防団整備計画に基づき団員定数1､163人を988人とする。

昭和５１年　３月　　八万分遣所を開設発足した。

　　〃　　　４月　　消防団整備計画に基づき団員定数988人を850人とする。

　　〃　　　５月　　佐古分遣所を改築した。

　　〃　　　６月　　北井上分遣所を開設発足した。

　　〃　　　７月　　消防団整備計画に基づき団員定数850人を750人とする。

昭和５２年　３月　　多家良分遣所を開設発足した。

　　〃　　　〃　　　消防ポンプ自動車1台を購入し、多家良分遣所に配置した。

　　〃　　　５月　　沖洲分遣所を改築した。

　　〃　　　７月　　消防団整備計画に基づき団員定数750人を711人とする。

昭和５３年　２月　　消防ポンプ自動車２台を購入し、佐古分遣所及び東富田分遣所に配置した。

　　〃　　　９月　　渭北、内町西部防火防災協力会から超短波無線電話機（車載1台）の寄贈を受け、

　　　　　　　　　　渭北分遺所に配置した。

　　〃　　１２月　　渭北分遣所を改築した。

　　〃　　　〃　　　消防ポンプ自動車1台を購入し、渭北分遣所に配置した。

昭和５４年　２月　　消防ポンプ自動車1台を購入し、川内分遣所に配置した。

　　〃　　　７月　　川内分遣所を開設発足した。

　　〃　　１０月　　団員定数711人を649人とする。

　　〃　　１１月　　消防ポンプ自動車2台を購入し、北井上分遣所及び加茂名分団に配置した。

昭和５５年　６月　　加茂名分遣所を開設発足した。

　　〃　　１１月　　消防ポンプ自動車２台を購入し、応神分遣所及び昭和分団に配置した。

昭和５６年　４月　　団員定数649人を640人とする。

　　〃　　１１月　　多家良分団渋野班詰所を改築した。

　　〃　　１２月　　消防ポンプ自動車3台を購入し、渭東分遣所、入田及び不動分団に配置した。

昭和５７年　４月　　入田及び不動分遣所を開設発足した。

　　〃　　　５月　　東富田分遣所を改築した。

　　〃　　　９月　　上八万分遣所を増築した。

昭和５８年　８月　　小型動力ポンプ1台を購入し、八万分団に配置した。

　　〃　　　〃　　　小型動力ポンプ1台を購入し、多家良分団に配置した。

昭和５９年１１月　　消防ポンプ自動車1台を購入し、沖洲分団に配置した。

昭和６０年　８月　　小型動力ポンプ1台を購入し、勝占分団東部班に配置した。

　　〃　　１２月　　消防ポンプ自動車2台を購入し、八万分遣所、西富田分団に配置した。

昭和６１年　３月　　八万分団長谷班詰所を改築移転した。

　　〃　　１０月　　小型動力ポンプ積載車1台を、勝占分団東部班に配置した。

昭和６２年　８月　　消防ポンプ自動車1台を購入し、加茂分遣所に配置した。

　　〃　　１２月　　国府分団延命班詰所を移転新築した。

昭和６３年　７月　　小型動力ポンプ積載車1台を購入し、八万分団長谷班に配置した。
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昭和６３年　８月　　（財）日本消防協会から小型動力ポンプ付積載車1台の寄贈を受け国府分団延命班

　　　　　　　　　　に配置した。

　　〃　  　〃　　　消防ポンプ自動車２台を購入し、上八万分団(CD-Ⅰ､４ＷＤ)、津田分団(CD-Ⅰ)に

　　　　　　　　　　配置した。

　　〃　　　９月    分団招集サイレン吹鳴遠隔装置を勝占分団中部班に設置した。

　　〃　　　〃　　　第１６回　徳島県消防操法競技大会　優勝（上八万分団）

　　〃　　１２月　　超短波無線機（車載6台）を購入し、消防団に配置した。

　　〃　　　〃　　　各分団にファクシミリを配置した。

平成　元年　３月　　分団招集サイレン吹鳴遠隔装置を八万分団長谷班、勝占分団東部班、多家良分団

　　　　　　　　　　渋野･飯谷班、国府分団延命班に設置した。

　　〃　　　〃      消防ポンプ自動車（CD-Ⅰ、４ＷＤ）１台を購入し、多家良分団に配置した。

　　〃　　　〃　　　小型動力ポンプ積載車1台を購入し、多家良分団渋野班に配置した。

　　〃　　　４月　　団員定数640人を560人とする。

　　〃　　　〃　　　消防団員の定年制を導入し、役員の任期も規定した。

　　〃　　　〃　　　分遣所制度の改革により、分遣所職員を消防局に引き揚げ、分団招集サイレン吹

　　　　　　　　　　鳴遠隔装置、ファクシミリ、無線受令機、ポケットベルを整備した。

　　〃　　　９月　　消防ポンプ自動車（CD-Ⅰ、４ＷＤ）１台を購入し、勝占分団中部班に配置した。

　　〃　　１１月　　超短波無線機（車載4台）を購入し、入田、川内、応神及び国府分団に配置した。

平成　２年　３月　　勝占分団東部班詰所を改築した。

　　〃　　　〃　　　勝占分団詰所を改築した。

　　〃　　　９月　　消防ポンプ自動車（CD－Ⅰ）2台を購入し、佐古及び東富田分団に配置した。

　　〃　　１１月　　超短波無線機（車載2台）を購入し、多家良及び不動分団に配置した。

平成　３年　３月　　渭東分団詰所を改築した。

　　〃　　　〃　　　昭和分団詰所を改築した。

　　〃　　１１月　　超短波無線機（車載2台）を購入し、八万及び加茂分団に配置した。

　　〃　　１２月　　消防ポンプ自動車（CD-Ⅰ）1台を購入し、川内分団に配置した。

平成　４年　２月　　西富田分団詰所を改築した。

　　〃　　　７月　　小型動力ポンプ積載車1台を購入し、多家良分団飯谷班に配置した。

　　〃　　　９月　　消防ポンプ自動車（CD－Ⅱ）1台を購入し、渭北分団に配置した。

　　〃　　　〃　　　超短波無線機（車載2台）を購入し、津田及び上八万分団に配置した。

平成　５年　９月　　活性化問題検討委員会を設置し、平成6年3月、消防団長に検討結果を報告した。

平成　６年　７月　　第１９回　徳島県消防操法競技大会　準優勝（川内分団）

平成　７年　７月　　ふるさと消防団活性化助成事業により、消防団員手帳を作成し団員に対し交付し

　　　　　　　　　　た。

　　〃　　１０月　　消防団活性化対策として消防無線受令機２２台を購入し、各分団（八万分団を除

                    く。)に各1台配置した。

　　〃　　１１月　　超短波無線機（車載）を購入し、加茂名分団に配置した。

　　〃　　　〃　　　ふるさと消防団活性化助成事業により、冊子「がんばれ消防団」を作成し、市民

　　　　　　　　　　に対し配付した。

平成　８年　４月　　定年制度を変更し、団員の定年を６０歳、班長以上の定年を６５歳とした。

　　〃　　１０月　　消防団活性化対策として消防無線受令機１９台を購入し、各分団に配置した。

　　〃　　１１月　　消防ポンプ自動車（CD－Ⅰ）２台を購入し、国府分団及び加茂名分団に配置した。

平成　９年　４月　　作業帽の周章の統一を図った。

　　〃　　　８月　　資機材及び装備品の点数制度を導入した。
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平成　９年　９月　　盛夏服の半袖を導入した。 

平成１０年　１月　　消防団活性化対策として消防無線受令機１９台を購入し、各分団に配置した。 

　　〃　　　〃　　　消防ポンプ自動車（CD－Ⅰ）を購入し、応神分団に配置した。 

　　〃　　　３月　　沖洲分団詰所を移転新築した。 

　　〃　　　９月　　ポケットベルを団本部及び各分団に合計282台配置し、消防団員招集システムの整　

　　　　　　　　　　備を図った。 

平成１１年　３月　　多家良分団詰所を移転新築した。 

　　〃　　１０月　　日本損害保険協会から消防ポンプ自動車（CD－I）の寄贈を受け、昭和分団に配置　

　　　　　　　　　　した。 

平成１２年　４月　　渭東分団詰所を福島一丁目９番５号へ移転新築した。 

　　〃　　　７月　　第２２回　徳島県消防操法競技大会　第６位（国府分団） 

　　〃　　　９月　　消防ポンプ自動車（CD－Ⅰ）を購入し、渭東分団、不動分団、入田分団に配置し　

　　　　　　　　　　た。入田分団については、山間部用に４ＷＤ車を配置した。 

平成１３年　３月　　加茂分団詰所を移転新築、多家良分団飯谷班詰所を改築した。 

平成１３年　４月　　消防団員の年額報酬を引き上げた。 

平成１４年　３月　　入田分団詰所を改築した。 

平成１５年　３月　　多家良分団渋野班詰所を移転新築した。 

　　〃　　　５月　　本市で初めて加茂名分団に女性消防団員1人を任用した。 

　　〃　　　９月　　活動帽をアポロキャップに変更し、全分団員に配備した。 

　　〃　　１１月　　消防ポンプ自動車（CD－Ⅰ）１台を購入し、沖洲分団に配置した。 

平成１６年　１月　　優良消防団として機関表彰を受け、表彰状と表彰旗を授与された。 

　　〃　　　６月　　団員114人を増員し、団員定数674人（うち副団長2人及び班長17人を増員）とする。

　　〃　　１０月　　新規格の活動服に変更し、全分団員に配付した。 

平成１７年　２月　　災害対応に係る感謝状を県知事から贈呈された。 

　　〃　　　〃　　　消防団地域活動表彰（特別推薦）を受け消防庁長官から表彰状を授与された。 

　　〃　　　６月　　消防分団装備の充実強化を図るため地域特性を配慮し、人命救助用資機材及び水　

　　　　　　　　　　難救助用資機材を配置した。 

　　〃　　１２月　　消防ポンプ自動車（CD－I）を購入し、八万分団に配置した。 

平成１８年　２月　　全国優良消防団として日本消防協会長から表彰状と表彰旗を授与された。 

　　〃　　　６月　　消防団招集メールシステムを導入した。 

　　〃　　１１月　　川内分団詰所を移転新築した。 

　　〃　　１２月　　消防ポンプ自動車（CD－I）を購入し、西富田分団に配置した。 

平成１９年　９月　　渭北分団詰所の耐震補強工事が完了した。 

平成２０年　３月　　津田分団詰所を移転新築した。 

　　〃　　　４月　　定年制度を変更し、団員の定年を６５歳とした。 

　　〃　　　〃　　　徳島市消防団協力事業所表示制度の運用を開始した。 

平成２１年　３月　　健康促進ビデオ制作の協力者として日本消防協会長から表彰状を授与された。 

　　〃　　１２月　　勝占分団東部班に小型動力ポンプ付積載車を更新配置した。 

平成２２年　３月　　上八万分団詰所を移転新築した。 

　　〃　　１２月　　消防ポンプ自動車（CD－I）を購入し、加茂分団に配置した。 

平成２３年　３月　　応神分団詰所を新築した。 

　　〃　　１２月　　八万分団長谷班、国府分団延命班に小型動力ポンプ付積載車を更新配置した。 

平成２４年　３月　　消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ）を購入し、上八万分団に配置した。 

　　〃　　　〃　　　国府分団詰所を新築した。 
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　　〃　　　６月　　地震・津波発生時の行動基準を策定した。 

平成２４年１１月　　消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ）を購入し、津田分団に配置した。 

平成２５年　３月　　昭和分団詰所を新築した。 

　　〃　　１２月　　消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ）を購入し、多家良分団に配置した。 

平成２６年　４月　　団員、班長、部長、副分団長の年報酬を引き上げた。 

　　〃　　　〃　　　退職報償金額を引き上げた。 

平成２７年　２月　　消防ポンプ自動車（CD－I）を購入し、勝占分団に配置した。 

　　〃　　　３月　　八万分団詰所を移転新築した。 

　　〃　　　４月　　団本部に広報啓発班（さくら連）を設置し運用を開始した。 

　　〃　　　〃　　　年報酬及び出動費用弁償を個人払いに変更した。 

　　〃　　１１月　　消防ポンプ自動車（CD－I）を購入し、佐古分団及び東富田分団に配置した。 

平成２８年　４月　　出動費用弁償額を５００円増額するとともに、支出項目を拡大した。 

　　〃　　　〃　　　新規格の活動服に変更し、全分団員に配布した。 

　　〃　　　６月　　地震・津波発生時の行動基準を改正し更新した。 

　　〃　　　７月　　第３０回　徳島県消防操法大会第４位（応神分団） 

　　〃　　１０月　　消防ポンプ自動車（CD－I）を購入し、川内分団に配置した。 

平成２９年　２月　　不動分団詰所の改修工事が完了した。 

　　〃　　　９月　　加茂名分団詰所を移転新築した。 

　　〃　　１１月　　消防ポンプ自動車（CD－I）を購入し、渭北分団に配置した。 

　　〃　　　〃　　　小型動力ポンプ付積載車を購入し、多家良分団飯谷班に配置した。 

　　〃　　１２月　　アポロキャップのデザインを一新し、全分団員に配布した。 

平成３０年  ４月　　機能別団員制度の運用を開始し、条例定数を６７４人から７７４人に増員、基本 

　　　　　　　　　　団員を６７４人、機能別団員を１００人とした。 

　　〃　  　〃　　　徳島市学生消防団活動認証制度の運用を開始した。 

　　〃  　　７月　　機能別団員用アポロキャップを１００個整備した。 

　　〃　　　８月　　機能別団員活動用ベストを１００着整備した。 

　　〃　　　９月　　先芯及び踏み抜き防止板入りの防火長靴を整備（全分団員への整備２カ年計画の 

　　　　　　　　　　１年目） 

　　〃　　１２月　　佐古分団詰所の改修工事が完了した。 

　　〃　　　〃　　　上下型防火衣を各分団及び各班に整備（５カ年で【２３０着】整備計画の１年目）

平成３１年  ２月　　消防ポンプ自動車（CD-Ⅰ）を購入し、加茂名分団及び国府分団に配置した。 

　　〃　　　３月　　団本部に総務省消防庁無償貸付車両（救助資機材搭載型消防ポンプ自動車 CD-Ⅰ）

　　　　　　　　    を配置した。 

令和　元年　６月　　機能別団員発足式を実施した。 

　　〃　　　〃　　  徳島市学生消防団活動認証制度、認証第１号を交付した。 

　　〃　　　９月    先芯及び踏み抜き防止板入りの防火長靴を整備（全分団員への整備２カ年計画の 

                    ２年目） 

　　〃　　　〃　　  上下型防火衣を各分団及び各班に整備（５カ年で【２３０着】整備計画の２年目） 

令和　２年　３月　　機能別団員の確保を通じた地域防災体制の充実に寄与したとして、総務大臣から 

　　　　　　　　　　感謝状を授与された。 

令和　３年　４月　　機能別団員の確保を通じた地域防災体制の充実に寄与したとして、総務大臣から 

　　　　　　　　　　感謝状を授与された。 

　　〃　　　７月　　勝占分団東部班詰所のトイレ改修工事が完了した。 

令和　４年　３月　　機能別団員の確保を通じた地域防災体制の充実に寄与したとして、総務大臣から 
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　　　　　　　　　　感謝状を授与された。 

令和　４年　４月　　出動に応じて支給する費用弁償に代えて出動報酬を支給することとした。 

　　〃　　１１月　　消防団の力向上モデル事業費国庫補助金を活用し、消防団入団促進イベント 

      　　　　　　　「団フェス」を開催した。　 

令和　５年　２月　　公益財団法人日本消防協会より交付された消防団活動車（局広報1号車）を配置した。　

　〃　　　　３月　　総務省消防庁が開催した消防団ＰＲムービーコンテストで、最優秀賞を受賞した。  

令和　６年　３月　　令和５年度「消防団地域貢献表彰」（総務大臣表彰）を受賞した。 

　　〃　　　７月　　第３４回　徳島県消防操法大会第３位（西富田分団） 

令和　７年　３月　　消防ポンプ自動車（CD－I）を購入し、昭和分団及び応神分団に配置した。 

　　〃　　　〃　　　令和６年度「消防団地域活動表彰」（消防長官表彰）を受賞した。 

令和　７年　４月　　退職報償金の支給区分として、新たに勤続年数３５年以上を追加し報償額を引き 

　　　　　　　　　　上げた。 
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２　主たる消防団行事

令　和　７　年

　４月２５日

　 　５月２５日

　５月２５日

　５月２９日

　６月１２日

　６月２２日

　６月～１０月

　７月　９日

　８月　５日

　８月　７日

１０月～１１月 消防学校教育（基礎教育・専科教育・幹部教育）

１１月　８日 消防団入団促進活動（四国大学）

１１月　９日～１５日

１１月１５日

１２月４日・５日

１２月２６日～３０日

令　和　８　年

　１月１１日

　１月２２日

　３月　１日～７日

　３月　２日 林野火災消防訓練（徳島市球技場）

　３月　７日 消防団入団促進活動（イオンモール徳島）

　３月　８日 令和８年徳島市消防表彰式

　３月１５日

訓練礼式

こども消防カーニバル(とくしま動物園）

１１月３０日 市民総合防災訓練（城東地区）

新任分団長研修

新任団員訓練

１０月２６日 市民総合防災訓練（多家良地区）

１０月２４日 正副団長会・定例代議員会

女性消防団員スキルアップ研修

 ９月２８日

１０月　２日

秋季火災予防運動

活性化推進委員会

消防団員普通救命講習

危険物流出火災消防訓練（東亜合成）

正副団長会・定例代議員会

機能別団員基本研修

活性化推進委員会

実務訓練：１９回

正副団長会・定例代議員会

機能別団員応用研修

年末特別警戒

令和８年徳島市消防出初式

正副団長会・定例代議員会

文化財消防訓練（井戸寺）　１月２７日

春季火災予防運動

消防団員安否確認訓練
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種別

うち
女性

団本部 1 1 5 5 6 - 6 

機能別 100 65 100 61 65 

佐　古 1 1 2 2 2 2 3 3 20 18 28 5 26 

東富田 1 1 2 2 2 2 3 3 20 11 28 2 19 

西富田 1 1 2 2 2 2 3 3 20 12 28 4 20 

昭　和 1 1 2 2 2 2 3 3 20 15 28 2 23 

渭　東 1 1 2 2 2 2 3 3 20 18 28 3 26 

沖　洲 1 1 2 2 2 2 3 3 20 18 28 - 26 

渭　北 1 1 2 2 2 2 3 3 20 12 28 4 20 

津　田 1 1 2 2 2 2 3 3 20 15 28 1 23 

加茂名 1 1 2 2 3 3 4 4 30 30 40 - 40 

加　茂 1 1 2 2 2 2 3 3 20 19 28 5 27 

八　万 1 1 2 2 3 3 4 4 30 28 40 - 38 

勝　占 1 1 2 2 3 3 4 4 30 26 40 1 36 

多家良 1 1 2 2 4 4 5 5 36 36 48 2 48 

不　動 1 1 2 2 2 2 3 3 24 15 32 3 23 

入　田 1 1 2 2 2 2 3 3 24 20 32 - 28 

上八万 1 1 2 2 4 4 5 5 36 24 48 1 36 

川　内 1 1 2 2 4 4 5 5 36 34 48 - 46 

応　神 1 1 2 2 3 3 4 4 30 20 40 - 30 

国　府 1 1 2 2 4 4 5 5 36 28 48 - 40 

計 1 1 5 5 19 19 38 38 50 50 69 69 592 464 774 94 646 

３　消防団員の階級別定員及び実員

部 長 班 長団 長 副団長 分団長 副分団長 計団 員

（令和８年４月１日現在）

定員分団名 定員実員定員実員定員実員
実員

定員実員定員実員 定員実員定員実員
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単 位区 分

報

酬

区 分

（
基
本
団
員
）

広 報 啓 発 ・
会 議

１回

（
機
能
別
団
員
）

大 規 模 災 害

１回

団 員

団 長

出

動

報

酬

費 用 弁 償
団員が公務のため旅行した場合は、職員旅費支給条例（昭和37年徳島市条例第
27号）の規定に基づいて受ける旅費の額に相当する額を支給する。

市長が必要と認める広報啓発活動に従事し、または市長が必要
と認める会議に出席した場合（加算額は上記に同じ）

4,000
災害の鎮圧、防御その他災害による被害の軽減又は水害の防除
警戒のための出動（１回につき、4,000円に出動の時間が４時
間を超える１時間までごとにつき1,000円を加算）

2,000
大規模災害時の避難所運営「これにかかる訓練及び研修を含
む。」（１回につき、2,000円に出動の時間が４時間を超える
１時間までごとにつき500円を加算）

広 報 啓 発 ・
会 議

2,000
市長が必要と認める広報啓発活動に従事し、または市長が必要
と認める会議に出席した場合（加算額は上記に同じ）

　　年額　8,160,000円１９分団に年２回分割し交付する。

摘 要

45,500

部 長 37,000

　　年額　　911,000円

班 長 37,000

消 防 団 運 営 協 議 会 運 営 交 付 金

災害（火災、
水災、地震そ
の他の災害）

4,000

４　消防団員の報酬・費用弁償・交付金
　

金 額 （ 円 ） 摘 要

年

額

報

酬

年２回に分割し支給する。

副 団 長 86,000

分 団 長 66,000

副 分 団 長

36,500

（機能別団員） 6,000

年

額

100,000

消 防 分 団 運 営 交 付 金 　　年額　　366,000円１９分団に年２回分割し交付する。

交 付 金

金 額 （ 円 ）

消 防 分 団 活 動 交 付 金
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18 歳 2 2 

19 歳 2(1) 2 

20 歳 9(8) 9 

21 歳 29(28) 29 

22 歳 7(3) 7 

23 歳 1 2(2) 3 

24 歳 5(3) 5 

25 歳 4(2) 4 

26 歳 5(3) 5 

27 歳 5(3) 5 

28 歳 2 2 

29 歳 3 3 

30 歳 9 9 

31 歳 8(1) 8 

32 歳 1 5 6 

33 歳 6(1) 6 

34 歳 10(1) 10 

35 歳 5 5 

36 歳 2 3 12 17 

37 歳 1 13 14 

38 歳 7 7 

39 歳 14(1) 14 

40 歳 1 11 12 

41 歳 1 1 6(1) 8 

42 歳 1 1 3 24 29 

43 歳 2 4 12 18 

44 歳 1 7 20 28 

45 歳 2 13 15 

46 歳 2 1 14(1) 17 

47 歳 1 2 5 15 23 

48 歳 2 3 21(1) 26 

49 歳 1 1 8 11(1) 21 

50 歳 1 4 1 13 19 

51 歳 1 2 1 2 10 16 

52 歳 3 20 23 

53 歳 1 3 4 17 25 

54 歳 1 3 3 2 20 29 

55 歳 1 1 3 1 14(1) 20 

56 歳 3 5 7 5 7 27 

57 歳 1 2 1 1 13(1) 18 

58 歳 1 2 3 5 1 7 19 

59 歳 2 3 3 8 

60 歳 1 2 4 10(1) 17 

61 歳 1 2 4 1 3 6 17 

62 歳 1 1 5 2 6(1) 15 

63 歳 1 1 3 2 3 3 13 

64 歳 4 1 2 4 11 

65 歳

1 5 19 38 50 69 464 646 

63.0 58.6 58.4 55.6 53.8 49.3 42.7 45.7 

５　消防団員年齢・階級状況

計

（令和８年４月１日現在）

年齢別
班 長 団 員副分団長 部 長

階級別
団 長 副 団 長 分 団 長

平 均 年 齢

合 計 人 員

（）内 機能別団員数
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1 年未満 1 42（9） 43 

1 年 45（23） 45 

2 年 1 62(21) 63 

3 年 25(4) 25 

4 年 2 14 16 

5 年 1 23(4) 24 

6 年 3 16(1) 19 

7 年 1 2 30(3) 33 

8 年 2 13 15 

9 年 1 3 16 20 

10 年 1 1 24 26 

11 年 3 19 22 

12 年 2 11 13 

13 年 2 5 14 21 

14 年 2 3 5 

15 年 3 4 18 25 

16 年 2 2 7 11 22 

17 年 1 4 1 15 21 

18 年 1 1 4 4 8 18 

19 年 2 2 2 12 18 

20 年 1 2 4 3 4 14 

21 年 1 6 3 11 9 30 

22 年 1 2 2 2 6 13 

23 年 1 3 1 4 9 

24 年 1 4 6 2 3 16 

25 年 2 4 4 1 2 13 

26 年 2 1 1 1 3 8 

27 年 1 1 1 3 

28 年 1 2 1 3 7 

29 年 2 1 2 1 6 

30 年 2 1 3 

31 年 1 1 1 2 5 

32 年 3 1 1 5 

33 年 2 1 　 3 

34 年 1 1 2 

35 年以上 1 2 3 6 1 2 15 

1 5 19 38 50 69 464 646 

（）内　機能別団員数

合 計 人 員

６　消防団員勤続年数・階級状況
（令和８年４月１日現在）

階級別
団 長 副 団 長 分 団 長 副分団長 部 長 班 長 団 員 計

年数別
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種別

分団名 回 数 人 員 回 数 人 員 回 数 人 員 回 数 人 員 回 数 人 員 回 数 人 員

団本部 49 71 44 59 2 6 3 6 0 0

機能別 5 46 5 46 0 0

佐　古 38 182 12 76 5 22 7 28 14 56

東富田 39 165 12 51 5 37 8 21 14 56

西富田 32 169 4 26 5 58 9 29 14 56

昭　和 31 137 4 18 5 37 8 26 14 56

渭　東 38 280 9 111 5 72 10 41 14 56

沖　洲 31 161 6 41 5 34 6 30 14 56

渭　北 40 203 13 80 5 43 8 24 14 56

津　田 41 190 13 75 5 37 9 22 14 56

加茂名 44 265 19 125 5 42 6 28 14 70

加　茂 37 198 11 84 5 35 7 23 14 56

八　万 36 262 10 99 5 35 7 30 14 98

勝　占 38 282 9 73 5 77 10 34 14 98

多家良 34 421 10 180 5 53 5 48 14 140

不　動 33 167 8 39 5 36 6 22 14 70

入　田 27 179 3 16 5 61 5 32 14 70

上八万 44 307 15 161 5 39 10 37 14 70

川　内 38 356 12 171 5 54 7 61 14 70

応　神 26 150 3 14 5 34 4 32 14 70

国　府 34 290 7 78 5 60 8 54 14 98

計 735 4,481 224 1,577 0 0 97 872 148 674 266 1,358

7　 消防団員出動状況
（令和７年度）

計 火 災 等 風 水 害
特 別 警 戒
（年末警戒）

教 養 訓 練
広 報

（春・秋季）
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14 時間 8 人

14 時間 3 人

14 時間 1 人

14 時間 2 人

56 時間 14 人

3 時間 14 人

延べ１９回 各 2 時間 306 人

3 時間 31 人

3 時間 19 人

延べ2回 各 2 時間 74 人

2 時間 55 人

2 時間 7 人

3 時間 10 人

3 時間 10 人

3 時間 9 人

581 人

30 時間 1,116 人

　 1 時間 43 人

1 時間 48 人

1 時間 14 人

2 時間 15 人

時間 人

時間 人

5 時間 120 人

計

訓

練

等

新任団員訓練

市民総合防災訓練（渋野小学校）

普通救命講習（機能別団員）

実務訓練

市民総合防災訓練（城東小学校）

訓練礼式（出初式）

林野火災消防訓練

文化財消防訓練

消防団員安否確認訓練

　危険物流出消防訓練

普通救命講習（基本団員）

研

修

等

新任分団長研修

機能別団員基本研修

計

機能別団員応用研修

消防団員研修

８　消防団員の訓練研修状況

区分

項 目 実 施 時 間 延 参 加 人 員

（令和７年度） 

学

校

教

育

基礎教育

専科教育（機関科）

種別

幹部教育（幹部科）

計

幹部教育（現場指揮課程）
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火 災 現 場 1 1 

救 急 現 場

訓 練 中

作 業 中

そ の 他

小 計 - 1 1 - - 

火 災 現 場

救 急 現 場

訓 練 中

作 業 中

そ の 他

小 計 - - - - - 

- 1 1 - - 

令 和 ７

９　消防団員公務災害状況

令和４令和３ 令和５ 令 和 ６

消 防 協 力 者

合 計

消 防 団 員

年度別

区分

138


